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労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
要
綱

第
一

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正

個
別
事
業
の
保
険
料
率
の
増
減
幅
を
定
め
る
際
に
用
い
る
メ
リ
ッ
ト
収
支
率
（
業
務
災
害
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
た
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
の
規
定
に
よ
る
特
別
支
給

金
（
以
下
「
給
付
等
」
と
い
う
。
）
の
額
と
保
険
料
の
額
と
の
割
合
を
い
う
。
）
の
算
定
に
当
た
り
、
給
付
等
の
額
と
し
て

第
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
一
年
厚

生
労
働
省
令
第
六
十
四
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
加
え
た
額
を
算

入
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

第
二

施
行
期
日
等

一

施
行
期
日

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

二

経
過
措
置

こ
の
省
令
の
施
行
に
関
し
、
給
付
等
に
つ
い
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
算
定
さ
れ
た
給
付
基
礎
日
額
を
基
礎
と
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し
て
支
払
わ
れ
た
額
に
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則

第
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
。



 

労働保険の保険料の徴収等に関する法律施行規則の一部を改正する省令案の概要 

 

令 和 ２ 年 ９ 月 

労働基準局労災管理課 

 

１ 改正の趣旨 

令和２年３月 31 日に公表された「令和元年賃金構造基本統計調査」について、同一

事業所からの回答を重複して集計していたことが分かり、今般、数値の訂正が行われた

（令和２年９月 15 日プレスリリース）。 

これにより、令和２年８月１日から令和３年７月 31 日までの間に支給すべき事由が

生じた労働者災害補償保険法（昭和 22 年法律第 50 号）の規定による労災保険給付の保

険給付額に用いる給付基礎日額に係る年齢階層別最低・最高限度額について、最低限度

額については 35～39 歳及び 55～59 歳の年齢階層で３円引き下がり、最高限度額につい

ては 35～39 歳及び 50～54 歳の年齢階層で３円引き上がることとなった（令和２年９月

30 日告示、同年 10 月１日適用予定。）。これを踏まえ、令和２年８月以降に支給すべき

事由が生じた労災保険給付について、年齢階層別の最高限度額が低くなっていたことに

より、過少給付となっていた方に、その差額に相当する分等を追加給付として支給する

こととしている。 

今般、当該追加給付の支給額の算定方法を規定するとともに、当該追加給付をメリッ

ト収支率の算定に反映させないようにするため、労働保険の保険料の徴収等に関する法

律施行規則（昭和 47 年労働省令第８号。以下「徴収則」という。）について所要の改正

を行う。 

 

（参考） 

労災年金及び休業（補償）等給付の給付基礎日額の算定に際しては、年齢階層別に最

高限度額及び最低限度額を定めており、この算定の際に賃金構造基本統計調査を利用し

ている。 

 

２ 改正の内容 

  ・ 追加給付の支給に関して、労働者災害補償保険法施行規則等の一部を改正する省令

（平成 31 年厚生労働省令第 64 号）附則第２条の規定を準用する。 

 ・ 徴収則第 18 条又は第 18 条の２の規定による特例について、追加給付の額を労働保

険の保険料の徴収等に関する法律（昭和 44 年法律第 84 号）第 12 条第３項又は第 20

条第１項のメリット収支率の算定に、反映させないものとする。 

 

３ 根拠法令 

労働保険の保険料の徴収等に関する法律第 12 条第３項及び第 20 条第１項 

 

４ 施行期日等 

  公布日：令和２年 11 月上旬（予定） 

施行期日：公布の日 
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労

働

保

険

の

保

険

料

の

徴

収

等

に

関

す

る

法

律

（

昭

和

四

十

四

年

法

律

第

八

十

四

号

）

（

抄

）

（

一

般

保

険

料

に

係

る

保

険

料

率

）

第

十

二

条

（

略

）

２

（

略

）

３

厚

生

労

働

大

臣

は

、

連

続

す

る

三

保

険

年

度

中

の

各

保

険

年

度

に

お

い

て

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

事

業

で

あ

つ

て

当

該

連

続

す

る

三

保

険

年

度

中

の

最

後

の

保

険

年

度

に

属

す

る

三

月

三

十

一

日

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

基

準

日

」

と

い

う

。

）

に

お

い

て

労

災

保

険

に

係

る

保

険

関

係

が

成

立

し

た

後

三

年

以

上

経

過

し

た

も

の

に

つ

い

て

の

当

該

連

続

す

る

三

保

険

年

度

の

間

に

お

け

る

労

災

保

険

法

の

規

定

に

よ

る

業

務

災

害

に

関

す

る

保

険

給

付

（

労

災

保

険

法

第

十

六

条

の

六

第

一

項

第

二

号

の

場

合

に

支

給

さ

れ

る

遺

族

補

償

一

時

金

、

特

定

の

業

務

に

長

期

間

従

事

す

る

こ

と

に

よ

り

発

生

す

る

疾

病

で

あ

つ

て

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

も

の

に

か

か

つ

た

者

（

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

事

業

の

種

類

ご

と

に

、

当

該

事

業

に

お

け

る

就

労

期

間

等

を

考

慮

し

て

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

者

に

限

る

。

）

に

係

る

保

険

給

付

（

以

下

こ

の

項

及

び

第

二

十

条

第

一

項

に

お

い

て

「

特

定

疾

病

に

か

か

つ

た

者

に

係

る

保

険

給

付

」

と

い

う

。

）

及

び

労

災

保

険

法

第

三

十

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

保

険

給

付

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

さ

れ

た

者

（

以

下

「

第

三

種

特

別

加

入

者

」

と

い

う

。

）

の

う

ち

、

労

災

保

険

法

第

三

十

三

条

第

六

号

又

は

第

七

号

に

掲

げ

る

事

業

に

よ

り

当

該

業

務

災

害

が

生

じ

た

場

合

に

係

る

保

険

給

付

を

除

く

。

）

の

額

（

労

災

保

険

法

第

八

条

第

三

項

に

規

定

す

る

給

付

基

礎

日

額

を

用

い

て

算

定

し

た

保

険

給

付

、

年

金

た

る

保

険

給

付

そ

の

他

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

保

険

給

付

に

つ

い

て

は

、

そ

の

額

は

、

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

算

定

す

る

も

の

と

す

る

。

第

二

十

条

第

一

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

労

災

保

険

法

第

二

十

九

条

第

一

項

第

二

号

に

掲

げ

る

事

業

と

し

て

支

給

が

行

わ

れ

た

給

付

金

の

う

ち

業

務

災

害

に

係

る

も

の

で

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

も

の

の

額

（

一

時

金

と

し

て

支

給

さ

れ

た

給

付

金

以

外

の

も

の

に

つ

い

て

は

、

そ

の

額

は

、

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

算

定

す

る

も

の

と

す

る

。

）

を

加

え

た

額

と

一

般

保

険

料

の

額

（

第

一

項

第

一

号

の

事

業

に

つ

い

て

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

労

災

保

険

率

（

そ

の

率

が

こ

の

項

の

規

定

に

よ

り

引

き

上

げ

又

は

引

き

下

げ

ら

れ

た

と

き

は

、

そ

の

引

き

上

げ

又

は

引

き

下

げ

ら

れ

た

率

）

に

応

ず

る

部

分

の

額

）

か

ら

非

業

務

災

害

率

（

労

災

保

険

法

の

適

用

を

受

け

る

全

て

の

事

業

の

過

去

三

年

間

の

複

数

業

務

要

因

災

害

に

係

る

災

害

率

、

通

勤

災

害

に

係

る

災

害

率

、

二

次

健

康

診

断

等

給

付

に

要

し

た

費

用

の

額

及

び

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

算

定

さ

れ

た

労

災

保

険

法

第

八

条

第

三

項

に

規

定

す

る

給

付

基

礎

日

額

を

用

い

て

算

定

し

た

保

険

給

付

の

額

そ

の

他

の

事

情

を

考

慮

し

て

厚

生

労

働

大

臣

の

定

め

る

率

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

及

び

第

二

十

条

第

一

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

応

ず

る

部

分

の

額

を

減

じ

た

額

に

第

一

種

特

別

加

入

保

険

料

の

額

か

ら

特

別

加

入

非

業

務

災

害

率

（

非

業

務

災

害

率

か

ら

第

十

三

条

の

厚

生

労

働

大

臣

の

定

め

る

率

を

減

じ

た

率

を

い

う

。

第

二

十

条

第

一

項

各

号

及

び

第

二

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

応

ず

る

部

分

の

額

を

減

じ

た

額

を

加

え

た

額

に

業

務

災

害

に

関

す

る

年

金

た

る

保

険

給

付

に

要

す

る

費

用

、

特

定

疾

病

に

か

か

つ

た

者

に

係

る

保

険

給

付

に

要

す

る

費

用

そ

の

他

の

事

情

を

考

慮

し

て

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

率

（

第

二

十

条

第

一

項

第

一

号

に

お

い

て

「

第

一

種

調

整

率

」

と

い

う
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。

）

を

乗

じ

て

得

た

額

と

の

割

合

が

百

分

の

八

十

五

を

超

え

、

又

は

百

分

の

七

十

五

以

下

で

あ

る

場

合

に

は

、

当

該

事

業

に

つ

い

て

の

前

項

の

規

定

に

よ

る

労

災

保

険

率

か

ら

非

業

務

災

害

率

を

減

じ

た

率

を

百

分

の

四

十

の

範

囲

内

に

お

い

て

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

率

だ

け

引

き

上

げ

又

は

引

き

下

げ

た

率

に

非

業

務

災

害

率

を

加

え

た

率

を

、

当

該

事

業

に

つ

い

て

の

基

準

日

の

属

す

る

保

険

年

度

の

次

の

次

の

保

険

年

度

の

労

災

保

険

率

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

百

人

以

上

の

労

働

者

を

使

用

す

る

事

業

二

二

十

人

以

上

百

人

未

満

の

労

働

者

を

使

用

す

る

事

業

で

あ

つ

て

、

当

該

労

働

者

の

数

に

当

該

事

業

と

同

種

の

事

業

に

係

る

前

項

の

規

定

に

よ

る

労

災

保

険

率

か

ら

非

業

務

災

害

率

を

減

じ

た

率

を

乗

じ

て

得

た

数

が

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

数

以

上

で

あ

る

も

の

三

前

二

号

に

掲

げ

る

事

業

の

ほ

か

、

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

規

模

の

事

業

４

～

（

略

）

1 1

（

確

定

保

険

料

の

特

例

）

第

二

十

条

労

災

保

険

に

係

る

保

険

関

係

が

成

立

し

て

い

る

有

期

事

業

で

あ

つ

て

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

も

の

が

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

に

は

、

第

十

一

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

政

府

は

、

そ

の

事

業

の

一

般

保

険

料

に

係

る

確

定

保

険

料

の

額

を

そ

の

額

（

第

十

二

条

第

一

項

第

一

号

の

事

業

に

つ

い

て

の

一

般

保

険

料

に

係

る

も

の

に

あ

つ

て

は

、

当

該

事

業

に

つ

い

て

の

労

災

保

険

率

に

応

ず

る

部

分

の

額

）

か

ら

非

業

務

災

害

率

に

応

ず

る

部

分

の

額

を

減

じ

た

額

に

百

分

の

四

十

の

範

囲

内

に

お

い

て

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

率

を

乗

じ

て

得

た

額

だ

け

引

き

上

げ

又

は

引

き

下

げ

て

得

た

額

を

、

そ

の

事

業

に

つ

い

て

の

一

般

保

険

料

の

額

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

事

業

が

終

了

し

た

日

か

ら

三

箇

月

を

経

過

し

た

日

前

に

お

け

る

労

災

保

険

法

の

規

定

に

よ

る

業

務

災

害

に

関

す

る

保

険

給

付

（

労

災

保

険

法

第

十

六

条

の

六

第

一

項

第

二

号

の

場

合

に

支

給

さ

れ

る

遺

族

補

償

一

時

金

及

び

特

定

疾

病

に

か

か

つ

た

者

に

係

る

保

険

給

付

を

除

く

。

）

の

額

に

第

十

二

条

第

三

項

の

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

給

付

金

の

額

を

加

え

た

額

と

一

般

保

険

料

に

係

る

確

定

保

険

料

の

額

（

同

条

第

一

項

第

一

号

の

事

業

に

つ

い

て

は

、

労

災

保

険

率

に

応

ず

る

部

分

の

額

。

次

号

に

お

い

て

同

じ

。

）

か

ら

非

業

務

災

害

率

に

応

ず

る

部

分

の

額

を

減

じ

た

額

に

第

一

種

特

別

加

入

保

険

料

に

係

る

確

定

保

険

料

の

額

か

ら

特

別

加

入

非

業

務

災

害

率

に

応

ず

る

部

分

の

額

を

減

じ

た

額

を

加

え

た

額

に

第

一

種

調

整

率

を

乗

じ

て

得

た

額

と

の

割

合

が

百

分

の

八

十

五

を

超

え

、

又

は

百

分

の

七

十

五

以

下

で

あ

つ

て

、

そ

の

割

合

が

そ

の

日

以

後

に

お

い

て

変

動

せ

ず

、

又

は

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

範

囲

を

超

え

て

変

動

し

な

い

と

認

め

ら

れ

る

と

き

。

二

前

号

に

該

当

す

る

場

合

を

除

き

、

事

業

が

終

了

し

た

日

か

ら

九

箇

月

を

経

過

し

た

日

前

に

お

け

る

労

災

保

険

法

の

規

定

に

よ

る

業

務

災

害

に

関

す

る

保

険

給

付

（

労

災

保

険

法

第

十

六

条

の

六

第

一

項

第

二

号

の

場

合

に

支

給

さ

れ

る

遺

族

補

償

一

時

金

及

び

特

定

疾

病

に

か

か

つ

た

者

に

係

る

保

険

給

付

を

除

く

。

）

の

額

に

第

十

二

条

第

三

項

の

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

給

付

金

の

額

を

加

え

た

額

と

一

般

保

険

料

に

係

る

確

定

保

険

料

の

額

か

ら

非

業

務

災

害

率

に

応

ず

る

部

分

の

額

を

減

じ

た

額

に
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第

一

種

特

別

加

入

保

険

料

に

係

る

確

定

保

険

料

の

額

か

ら

特

別

加

入

非

業

務

災

害

率

に

応

ず

る

部

分

の

額

を

減

じ

た

額

を

加

え

た

額

に

第

二

種

調

整

率

（

業

務

災

害

に

関

す

る

年

金

た

る

保

険

給

付

に

要

す

る

費

用

、

特

定

疾

病

に

か

か

つ

た

者

に

係

る

保

険

給

付

に

要

す

る

費

用

、

有

期

事

業

に

係

る

業

務

災

害

に

関

す

る

保

険

給

付

で

当

該

事

業

が

終

了

し

た

日

か

ら

九

箇

月

を

経

過

し

た

日

以

後

に

お

け

る

も

の

に

要

す

る

費

用

そ

の

他

の

事

情

を

考

慮

し

て

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

率

を

い

う

。

）

を

乗

じ

て

得

た

額

と

の

割

合

が

百

分

の

八

十

五

を

超

え

、

又

は

百

分

の

七

十

五

以

下

で

あ

る

と

き

。

２

～

４

（

略

）

労

働

保

険

の

保

険

料

の

徴

収

等

に

関

す

る

法

律

施

行

規

則

（

昭

和

四

十

七

年

労

働

省

令

第

八

号

）

（

抄

）

（

法

第

十

二

条

第

三

項

の

業

務

災

害

に

関

す

る

保

険

給

付

の

額

の

算

定

）

（

法

第

十

二

条

第

三

項

の

業

務

災

害

に

関

す

る

保

険

給

付

の

額

の

算

定

）

第

十

八

条

法

第

十

二

条

第

三

項

の

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

保

険

給

付

は

、

療

養

補

償

給

付

、

休

業

補

償

給

付

、

介

護

補

償

給

付

及

び

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

施

行

規

則

（

昭

和

三

十

年

労

働

省

令

第

二

十

二

号

。

以

下

「

労

災

則

」

と

い

う

。

）

第

四

十

六

条

の

二

十

第

三

項

、

第

五

項

、

第

七

項

又

は

第

八

項

（

労

災

則

第

四

十

六

条

の

二

十

四

及

び

第

四

十

六

条

の

二

十

五

の

三

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

給

付

基

礎

日

額

を

算

定

し

た

特

別

加

入

者

（

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

五

十

号

。

以

下

「

労

災

保

険

法

」

と

い

う

。

）

第

三

十

三

条

各

号

に

掲

げ

る

者

を

い

う

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

関

し

支

給

す

る

保

険

給

付

と

す

る

。

２

法

第

十

二

条

第

三

項

の

年

金

た

る

保

険

給

付

及

び

前

項

の

保

険

給

付

（

特

別

加

入

者

に

関

し

支

給

す

る

保

険

給

付

を

除

く

。

）

の

額

の

算

定

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

保

険

給

付

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

額

と

す

る

こ

と

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

一

障

害

補

償

年

金

同

一

の

事

由

に

つ

い

て

労

災

保

険

法

第

八

条

に

規

定

す

る

給

付

基

礎

日

額

を

平

均

賃

金

と

み

な

し

て

労

働

基

準

法

第

七

十

七

条

の

規

定

を

適

用

す

る

こ

と

と

し

た

場

合

に

行

わ

れ

る

こ

と

と

な

る

障

害

補

償

の

額

に

相

当

す

る

額

二

遺

族

補

償

年

金

同

一

の

事

由

に

つ

い

て

労

災

保

険

法

第

八

条

に

規

定

す

る

給

付

基

礎

日

額

を

平

均

賃

金

と

み

な

し

て

労

働

基

準

法

第

七

十

九

条

の

規

定

を

適

用

す

る

こ

と

と

し

た

場

合

に

行

わ

れ

る

こ

と

と

な

る

遺

族

補

償

の

額

に

相

当

す

る

額

三

傷

病

補

償

年

金

傷

病

補

償

年

金

の

う

ち

当

該

負

傷

又

は

疾

病

に

関

す

る

療

養

の

開

始

後

三

年

を

経

過

す

る

日

の

属

す

る

月

の

前

月

ま

で

の

月

分

の

も

の

の

額

を

合

計

し

た

額

四

療

養

補

償

給

付

療

養

補

償

給

付

の

う

ち

当

該

療

養

の

開

始

後

三

年

を

経

過

す

る

日

前

に

支

給

す

べ

き

事

由

の

生

じ

た

も

の

の

額

を

合

計

し

た

額

五

休

業

補

償

給

付

休

業

補

償

給

付

の

う

ち

当

該

負

傷

又

は

疾

病

に

関

す

る

療

養

の

開

始

後

三

年

を

経

過

す

る

日

前

に

支

給

す

べ

き

事

由

の

生

じ

た

も

の

の

額

を

合

計

し

た

額
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六

介

護

補

償

給

付

介

護

補

償

給

付

の

う

ち

当

該

負

傷

又

は

疾

病

に

関

す

る

療

養

の

開

始

後

三

年

を

経

過

す

る

日

の

属

す

る

月

の

前

月

ま

で

の

月

分

の

も

の

の

額

を

合

計

し

た

額

３

（

略

）

（

法

第

十

二

条

第

三

項

の

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

給

付

金

等

）

第

十

八

条

の

二

法

第

十

二

条

第

三

項

の

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

給

付

金

は

、

労

働

者

災

害

補

償

保

険

特

別

支

給

金

支

給

規

則

（

昭

和

四

十

九

年

労

働

省

令

第

三

十

号

。

以

下

「

特

別

支

給

金

規

則

」

と

い

う

。

）

の

規

定

に

よ

る

特

別

支

給

金

で

業

務

災

害

に

係

る

も

の

（

労

災

保

険

法

第

十

六

条

の

六

第

一

項

第

二

号

の

場

合

に

支

給

さ

れ

る

遺

族

補

償

一

時

金

の

受

給

権

者

に

支

給

さ

れ

る

遺

族

特

別

一

時

金

、

第

十

七

条

の

二

の

表

の

第

四

欄

に

掲

げ

る

者

に

係

る

も

の

及

び

労

災

保

険

法

第

三

十

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

労

災

保

険

法

の

規

定

に

よ

る

保

険

給

付

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

さ

れ

た

者

（

以

下

「

第

三

種

特

別

加

入

者

」

と

い

う

。

）

の

う

ち

労

災

保

険

法

第

三

十

三

条

第

六

号

又

は

第

七

号

に

掲

げ

る

事

業

に

よ

り

当

該

業

務

災

害

が

生

じ

た

場

合

に

係

る

も

の

を

除

く

。

）

と

す

る

。

２

（

略

）

附

則

（

法

第

十

二

条

第

三

項

及

び

第

二

十

条

第

一

項

の

割

合

の

算

定

に

当

た

り

算

入

す

べ

き

保

険

給

付

の

額

及

び

特

別

支

給

金

規

則

の

規

定

に

よ

る

特

別

支

給

金

の

範

囲

に

関

す

る

特

例

）

第

七

条

当

分

の

間

、

第

十

八

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

第

一

項

中

「

及

び

」

と

あ

る

の

は

「

、

障

害

補

償

一

時

金

、

遺

族

補

償

一

時

金

、

葬

祭

料

及

び

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

し

、

同

条

第

二

項

の

額

の

算

定

は

、

同

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

保

険

給

付

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

額

（

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

施

行

規

則

等

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

平

成

三

十

一

年

厚

生

労

働

省

令

第

六

十

四

号

）

附

則

第

二

条

第

一

項

（

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

施

行

規

則

等

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

令

和

二

年

厚

生

労

働

省

令

第

七

十

号

）

附

則

第

四

条

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

同

項

第

二

号

に

掲

げ

る

額

に

加

え

た

額

を

除

く

。

）

と

す

る

こ

と

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

一

～

九

（

略

）

２

当

分

の

間

、

第

十

八

条

の

二

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

条

中

「

及

び

労

災

保

険

法

」

と

あ

る

の

は

「

、

労

災

保

険

法

」

と

、

「

を

除

く

」

と

あ

る

の

は

「

、

東

北

地

方

太

平

洋

沖

地

震

に

係

る

も

の

及

び

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

施

行

規

則

等

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

平

成

三

十

一

年

厚

生

労

働

省

令

第

六

十

四

号

）

附

則

第

二

条

第

一

項

（

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

施

行

規

則

等

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

令

和

二

年

厚

生

労

働

省

令

第

七

十

号

）

附

則

第

四

条

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

同

項

第

二

号

に

掲

げ

る

額

に

加

え

た

額

と

し

て

支

給

さ

れ

た

も

の

を

除

く

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。
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労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

五

十

号

）

（

抄

）

第

七

条

こ

の

法

律

に

よ

る

保

険

給

付

は

、

次

に

掲

げ

る

保

険

給

付

と

す

る

。

一

労

働

者

の

業

務

上

の

負

傷

、

疾

病

、

障

害

又

は

死

亡

（

以

下

「

業

務

災

害

」

と

い

う

。

）

に

関

す

る

保

険

給

付

二

複

数

事

業

労

働

者

（

こ

れ

に

類

す

る

者

と

し

て

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

も

の

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

の

二

以

上

の

事

業

の

業

務

を

要

因

と

す

る

負

傷

、

疾

病

、

障

害

又

は

死

亡

（

以

下

「

複

数

業

務

要

因

災

害

」

と

い

う

。

）

に

関

す

る

保

険

給

付

（

前

号

に

掲

げ

る

も

の

を

除

く

。

以

下

同

じ

。

）

三

労

働

者

の

通

勤

に

よ

る

負

傷

、

疾

病

、

障

害

又

は

死

亡

（

以

下

「

通

勤

災

害

」

と

い

う

。

）

に

関

す

る

保

険

給

付

第

八

条

の

二

休

業

補

償

給

付

、

複

数

事

業

労

働

者

休

業

給

付

又

は

休

業

給

付

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

休

業

補

償

給

付

等

」

と

い

う

。

）

の

額

の

算

定

の

基

礎

と

し

て

用

い

る

給

付

基

礎

日

額

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

休

業

給

付

基

礎

日

額

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

次

号

に

規

定

す

る

休

業

補

償

給

付

等

以

外

の

休

業

補

償

給

付

等

に

つ

い

て

は

、

前

条

の

規

定

に

よ

り

給

付

基

礎

日

額

と

し

て

算

定

し

た

額

を

休

業

給

付

基

礎

日

額

と

す

る

。

二

一

月

か

ら

三

月

ま

で

、

四

月

か

ら

六

月

ま

で

、

七

月

か

ら

九

月

ま

で

及

び

十

月

か

ら

十

二

月

ま

で

の

各

区

分

に

よ

る

期

間

（

以

下

こ

の

条

及

び

第

四

十

二

条

第

二

項

に

お

い

て

「

四

半

期

」

と

い

う

。

）

ご

と

の

平

均

給

与

額

（

厚

生

労

働

省

に

お

い

て

作

成

す

る

毎

月

勤

労

統

計

に

お

け

る

毎

月

き

ま

つ

て

支

給

す

る

給

与

の

額

を

基

礎

と

し

て

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

算

定

し

た

労

働

者

一

人

当

た

り

の

給

与

の

一

箇

月

平

均

額

を

い

う

。

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

同

じ

。

）

が

、

算

定

事

由

発

生

日

の

属

す

る

四

半

期

（

こ

の

号

の

規

定

に

よ

り

算

定

し

た

額

（

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

「

改

定

日

額

」

と

い

う

。

）

を

休

業

給

付

基

礎

日

額

と

す

る

こ

と

と

さ

れ

て

い

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

改

定

日

額

を

休

業

補

償

給

付

等

の

額

の

算

定

の

基

礎

と

し

て

用

い

る

べ

き

最

初

の

四

半

期

の

前

々

四

半

期

）

の

平

均

給

与

額

の

百

分

の

百

十

を

超

え

、

又

は

百

分

の

九

十

を

下

る

に

至

つ

た

場

合

に

お

い

て

、

そ

の

上

昇

し

、

又

は

低

下

す

る

に

至

つ

た

四

半

期

の

翌

々

四

半

期

に

属

す

る

最

初

の

日

以

後

に

支

給

す

べ

き

事

由

が

生

じ

た

休

業

補

償

給

付

等

に

つ

い

て

は

、

そ

の

上

昇

し

、

又

は

低

下

し

た

比

率

を

基

準

と

し

て

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

率

を

前

条

の

規

定

に

よ

り

給

付

基

礎

日

額

と

し

て

算

定

し

た

額

（

改

定

日

額

を

休

業

給

付

基

礎

日

額

と

す

る

こ

と

と

さ

れ

て

い

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

改

定

日

額

）

に

乗

じ

て

得

た

額

を

休

業

給

付

基

礎

日

額

と

す

る

。

②

休

業

補

償

給

付

等

を

支

給

す

べ

き

事

由

が

生

じ

た

日

が

当

該

休

業

補

償

給

付

等

に

係

る

療

養

を

開

始

し

た

日

か

ら

起

算

し

て

一

年

六

箇

月

を

経

過

し

た

日

以

後

の

日

で

あ

る

場

合

に

お

い

て

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

に

該

当

す

る

と

き

は

、

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

各

号

に

定

め

る

額

を

休

業

給

付

基

礎

日

額

と

す

る

。
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一

前

項

の

規

定

に

よ

り

休

業

給

付

基

礎

日

額

と

し

て

算

定

し

た

額

が

、

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

年

齢

階

層

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

単

に

「

年

齢

階

層

」

と

い

う

。

）

ご

と

に

休

業

給

付

基

礎

日

額

の

最

低

限

度

額

と

し

て

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

額

の

う

ち

、

当

該

休

業

補

償

給

付

等

を

受

け

る

べ

き

労

働

者

の

当

該

休

業

補

償

給

付

等

を

支

給

す

べ

き

事

由

が

生

じ

た

日

の

属

す

る

四

半

期

の

初

日

（

次

号

に

お

い

て

「

基

準

日

」

と

い

う

。

）

に

お

け

る

年

齢

の

属

す

る

年

齢

階

層

に

係

る

額

に

満

た

な

い

場

合

当

該

年

齢

階

層

に

係

る

額

二

前

項

の

規

定

に

よ

り

休

業

給

付

基

礎

日

額

と

し

て

算

定

し

た

額

が

、

年

齢

階

層

ご

と

に

休

業

給

付

基

礎

日

額

の

最

高

限

度

額

と

し

て

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

額

の

う

ち

、

当

該

休

業

補

償

給

付

等

を

受

け

る

べ

き

労

働

者

の

基

準

日

に

お

け

る

年

齢

の

属

す

る

年

齢

階

層

に

係

る

額

を

超

え

る

場

合

当

該

年

齢

階

層

に

係

る

額

第

八

条

の

三

年

金

た

る

保

険

給

付

の

額

の

算

定

の

基

礎

と

し

て

用

い

る

給

付

基

礎

日

額

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

年

金

給

付

基

礎

日

額

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

は

、

次

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

算

定

事

由

発

生

日

の

属

す

る

年

度

（

四

月

一

日

か

ら

翌

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

の

翌

々

年

度

の

七

月

以

前

の

分

と

し

て

支

給

す

る

年

金

た

る

保

険

給

付

に

つ

い

て

は

、

第

八

条

の

規

定

に

よ

り

給

付

基

礎

日

額

と

し

て

算

定

し

た

額

を

年

金

給

付

基

礎

日

額

と

す

る

。

二

算

定

事

由

発

生

日

の

属

す

る

年

度

の

翌

々

年

度

の

八

月

以

後

の

分

と

し

て

支

給

す

る

年

金

た

る

保

険

給

付

に

つ

い

て

は

、

第

八

条

の

規

定

に

よ

り

給

付

基

礎

日

額

と

し

て

算

定

し

た

額

に

当

該

年

金

た

る

保

険

給

付

を

支

給

す

べ

き

月

の

属

す

る

年

度

の

前

年

度

（

当

該

月

が

四

月

か

ら

七

月

ま

で

の

月

に

該

当

す

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

前

々

年

度

）

の

平

均

給

与

額

（

厚

生

労

働

省

に

お

い

て

作

成

す

る

毎

月

勤

労

統

計

に

お

け

る

毎

月

き

ま

つ

て

支

給

す

る

給

与

の

額

を

基

礎

と

し

て

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

算

定

し

た

労

働

者

一

人

当

た

り

の

給

与

の

平

均

額

を

い

う

。

以

下

こ

の

号

及

び

第

十

六

条

の

六

第

二

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

算

定

事

由

発

生

日

の

属

す

る

年

度

の

平

均

給

与

額

で

除

し

て

得

た

率

を

基

準

と

し

て

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

率

を

乗

じ

て

得

た

額

を

年

金

給

付

基

礎

日

額

と

す

る

。

②

前

条

第

二

項

か

ら

第

四

項

ま

で

の

規

定

は

、

年

金

給

付

基

礎

日

額

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

同

条

第

二

項

中

「

休

業

補

償

給

付

等

を

支

給

す

べ

き

事

由

が

生

じ

た

日

が

当

該

休

業

補

償

給

付

等

に

係

る

療

養

を

開

始

し

た

日

か

ら

起

算

し

て

一

年

六

箇

月

を

経

過

し

た

日

以

後

の

日

で

あ

る

」

と

あ

る

の

は

「

年

金

た

る

保

険

給

付

を

支

給

す

べ

き

事

由

が

あ

る

」

と

、

「

前

項

」

と

あ

る

の

は

「

次

条

第

一

項

」

と

、

「

休

業

給

付

基

礎

日

額

」

と

あ

る

の

は

「

年

金

給

付

基

礎

日

額

」

と

、

同

項

第

一

号

中

「

休

業

補

償

給

付

等

」

と

あ

る

の

は

「

年

金

た

る

保

険

給

付

」

と

、

「

支

給

す

べ

き

事

由

が

生

じ

た

日

」

と

あ

る

の

は

「

支

給

す

べ

き

月

」

と

、

「

四

半

期

の

初

日

（

次

号

」

と

あ

る

の

は

「

年

度

の

八

月

一

日

（

当

該

月

が

四

月

か

ら

七

月

ま

で

の

月

に

該

当

す

る

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

年

度

の

前

年

度

の

八

月

一

日

。

以

下

こ

の

項

」

と

、

「

年

齢

の

」

と

あ

る

の

は

「

年

齢

（

遺

族

補

償

年

金

、

複

数

事

業

労

働

者

遺

族

年

金

又

は

遺

族

年

金

を

支

給

す

べ

き

場

合

に

あ

つ

て

は

、

当

該

支

給

を

す

べ

き

事

由

に

係

る

労

働

者

の

死

亡

が

な

か

つ

た

も

の

と

し

て

計

算

し

た

場

合

に

得

ら

れ

る

当

該

労

働

者

の

基

準

日

に

お

け

る

年

齢
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。

次

号

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

」

と

、

同

項

第

二

号

中

「

休

業

補

償

給

付

等

」

と

あ

る

の

は

「

年

金

た

る

保

険

給

付

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

第

十

二

条

の

八

第

七

条

第

一

項

第

一

号

の

業

務

災

害

に

関

す

る

保

険

給

付

は

、

次

に

掲

げ

る

保

険

給

付

と

す

る

。

一

療

養

補

償

給

付

二

休

業

補

償

給

付

三

障

害

補

償

給

付

四

遺

族

補

償

給

付

五

葬

祭

料

六

傷

病

補

償

年

金

七

介

護

補

償

給

付

②

～

④

（

略

）

第

二

十

条

の

二

第

七

条

第

一

項

第

二

号

の

複

数

業

務

要

因

災

害

に

関

す

る

保

険

給

付

は

、

次

に

掲

げ

る

保

険

給

付

と

す

る

。

一

複

数

事

業

労

働

者

療

養

給

付

二

複

数

事

業

労

働

者

休

業

給

付

三

複

数

事

業

労

働

者

障

害

給

付

四

複

数

事

業

労

働

者

遺

族

給

付

五

複

数

事

業

労

働

者

葬

祭

給

付

六

複

数

事

業

労

働

者

傷

病

年

金

七

複

数

事

業

労

働

者

介

護

給

付

第

二

十

一

条

第

七

条

第

一

項

第

三

号

の

通

勤

災

害

に

関

す

る

保

険

給

付

は

、

次

に

掲

げ

る

保

険

給

付

と

す

る

。

一

療

養

給

付

二

休

業

給

付

三

障

害

給

付

四

遺

族

給

付

五

葬

祭

給

付

六

傷

病

年

金

七

介

護

給

付
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第

四

十

九

条

の

四

こ

の

法

律

に

基

づ

き

政

令

又

は

厚

生

労

働

省

令

を

制

定

し

、

又

は

改

廃

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

そ

れ

ぞ

れ

、

政

令

又

は

厚

生

労

働

省

令

で

、

そ

の

制

定

又

は

改

廃

に

伴

い

合

理

的

に

必

要

と

判

断

さ

れ

る

範

囲

内

に

お

い

て

、

所

要

の

経

過

措

置

を

定

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

施

行

規

則

（

昭

和

三

十

年

労

働

省

令

第

二

十

二

号

）

（

抄

）

（

最

低

限

度

額

及

び

最

高

限

度

額

の

算

定

方

法

等

）

第

九

条

の

四

法

第

八

条

の

二

第

二

項

第

一

号

の

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

額

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

最

低

限

度

額

」

と

い

う

。

）

は

、

厚

生

労

働

省

に

お

い

て

作

成

す

る

賃

金

構

造

基

本

統

計

（

以

下

こ

の

項

及

び

第

七

項

に

お

い

て

「

賃

金

構

造

基

本

統

計

」

と

い

う

。

）

の

常

用

労

働

者

（

賃

金

構

造

基

本

統

計

調

査

規

則

（

昭

和

三

十

九

年

労

働

省

令

第

八

号

）

第

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

事

業

所

（

国

又

は

地

方

公

共

団

体

の

事

業

所

以

外

の

事

業

所

に

限

る

。

）

に

雇

用

さ

れ

る

常

用

労

働

者

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

及

び

第

四

項

に

お

い

て

「

常

用

労

働

者

」

と

い

う

。

）

に

つ

い

て

、

前

条

に

規

定

す

る

年

齢

階

層

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

年

齢

階

層

」

と

い

う

。

）

ご

と

に

求

め

た

次

の

各

号

に

掲

げ

る

額

の

合

算

額

を

、

賃

金

構

造

基

本

統

計

を

作

成

す

る

た

め

の

調

査

の

行

わ

れ

た

月

の

属

す

る

年

度

に

お

け

る

被

災

労

働

者

（

年

金

た

る

保

険

給

付

（

遺

族

補

償

年

金

又

は

遺

族

年

金

を

除

く

。

）

を

受

け

る

べ

き

労

働

者

及

び

遺

族

補

償

年

金

又

は

遺

族

年

金

を

支

給

す

べ

き

事

由

に

係

る

労

働

者

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

数

で

除

し

て

得

た

額

（

そ

の

額

に

一

円

未

満

の

端

数

が

あ

る

と

き

は

、

こ

れ

を

一

円

に

切

り

上

げ

る

。

）

と

す

る

。

一

・

二

（

略

）

２

前

項

の

規

定

に

よ

り

算

定

し

て

得

た

額

が

、

自

動

変

更

対

象

額

に

満

た

な

い

場

合

は

、

自

動

変

更

対

象

額

を

当

該

年

齢

階

層

に

係

る

最

低

限

度

額

と

す

る

。

３

第

一

項

の

規

定

は

、

法

第

八

条

の

二

第

二

項

第

二

号

（

法

第

八

条

の

三

第

二

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

額

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

第

一

項

中

「

「

最

低

限

度

額

」

」

と

あ

る

の

は

「

「

最

高

限

度

額

」

」

と

、

「

最

も

低

い

賃

金

月

額

に

係

る

」

と

あ

る

の

は

「

最

も

高

い

賃

金

月

額

に

係

る

階

層

の

直

近

下

位

の

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

４

前

項

に

お

い

て

準

用

す

る

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

算

定

し

て

得

た

額

が

、

常

用

労

働

者

を

、

そ

の

受

け

て

い

る

賃

金

月

額

の

高

低

に

従

い

、

四

の

階

層

に

区

分

し

、

そ

の

区

分

さ

れ

た

階

層

の

う

ち

最

も

高

い

賃

金

月

額

に

係

る

階

層

の

直

近

下

位

の

階

層

に

属

す

る

常

用

労

働

者

の

受

け

て

い

る

賃

金

月

額

の

う

ち

最

も

高

い

も

の

を

三

十

で

除

し

て

得

た

額

（

そ

の

額

に

一

円

未

満

の

端

数

が

あ

る

と

き

は

、

こ

れ

を

一

円

に

切

り

上

げ

る

。

）

に

満

た

な

い

場

合

は

、

当

該

三

十

で

除

し

て

得

た

額

を

当

該

年

齢

階

層

に

係

る

最

高

限

度

額

と

す

る

。
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５

六

十

五

歳

以

上

七

十

歳

未

満

の

年

齢

階

層

に

係

る

最

低

限

度

額

及

び

最

高

限

度

額

に

つ

い

て

の

第

一

項

（

第

三

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

一

項

中

「

厚

生

労

働

省

に

お

い

て

作

成

す

る

賃

金

構

造

基

本

統

計

（

以

下

こ

の

項

及

び

第

七

項

に

お

い

て

「

賃

金

構

造

基

本

統

計

」

と

い

う

。

）

の

常

用

労

働

者

」

と

あ

る

の

は

「

常

用

労

働

者

等

」

と

、

「

常

用

労

働

者

を

い

う

」

と

あ

る

の

は

「

常

用

労

働

者

（

以

下

こ

の

項

及

び

第

四

項

に

お

い

て

「

常

用

労

働

者

」

と

い

う

。

）

及

び

常

用

労

働

者

以

外

の

者

で

あ

つ

て

、

六

十

五

歳

以

上

の

も

の

を

い

う

」

と

、

「

こ

の

項

及

び

第

四

項

に

お

い

て

「

常

用

労

働

者

」

と

い

う

」

と

あ

る

の

は

「

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

」

と

、

「

賃

金

構

造

基

本

統

計

を

」

と

あ

る

の

は

「

厚

生

労

働

省

に

お

い

て

作

成

す

る

賃

金

構

造

基

本

統

計

（

以

下

こ

の

項

及

び

第

七

項

に

お

い

て

「

賃

金

構

造

基

本

統

計

」

と

い

う

。

）

を

」

と

、

「

常

用

労

働

者

で

あ

つ

て

男

性

で

あ

る

者

（

」

と

あ

る

の

は

「

常

用

労

働

者

等

で

あ

つ

て

男

性

で

あ

る

者

（

常

用

労

働

者

以

外

の

者

に

つ

い

て

は

、

当

該

年

齢

階

層

に

属

す

る

も

の

の

数

の

四

分

の

三

に

相

当

す

る

数

の

も

の

に

限

る

。

」

と

、

「

現

金

給

与

額

（

」

と

あ

る

の

は

「

現

金

給

与

額

（

常

用

労

働

者

以

外

の

者

に

つ

い

て

は

、

当

該

年

齢

階

層

に

属

す

る

常

用

労

働

者

の

受

け

て

い

る

賃

金

構

造

基

本

統

計

の

調

査

の

結

果

に

よ

る

一

月

当

た

り

の

き

ま

つ

て

支

給

す

る

現

金

給

与

額

の

う

ち

最

も

低

い

も

の

と

す

る

。

」

と

す

る

。

６

前

項

の

規

定

は

七

十

歳

以

上

の

年

齢

階

層

に

係

る

最

低

限

度

額

及

び

最

高

限

度

額

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

同

項

中

「

「

常

用

労

働

者

で

あ

つ

て

男

性

で

あ

る

者

（

」

と

あ

る

の

は

「

常

用

労

働

者

等

で

あ

つ

て

男

性

で

あ

る

者

（

常

用

労

働

者

以

外

の

者

に

つ

い

て

は

、

当

該

年

齢

階

層

に

属

す

る

も

の

の

数

の

四

分

の

三

に

相

当

す

る

数

の

も

の

に

限

る

。

」

」

と

あ

る

の

は

「

「

常

用

労

働

者

で

あ

つ

て

」

と

あ

る

の

は

「

常

用

労

働

者

等

で

あ

つ

て

」

」

と

す

る

。

７

厚

生

労

働

大

臣

は

、

毎

年

、

そ

の

年

の

八

月

一

日

か

ら

翌

年

の

七

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

支

給

す

べ

き

事

由

が

生

じ

た

休

業

補

償

給

付

、

複

数

事

業

労

働

者

休

業

給

付

若

し

く

は

休

業

給

付

又

は

そ

の

年

の

八

月

か

ら

翌

年

の

七

月

ま

で

の

月

分

の

年

金

た

る

保

険

給

付

の

額

の

算

定

の

基

礎

と

し

て

用

い

る

給

付

基

礎

日

額

に

係

る

最

低

限

度

額

及

び

最

高

限

度

額

を

、

当

該

八

月

の

属

す

る

年

の

前

年

の

賃

金

構

造

基

本

統

計

の

調

査

の

結

果

に

基

づ

き

、

前

各

項

の

規

定

に

よ

り

定

め

、

当

該

八

月

の

属

す

る

年

の

七

月

三

十

一

日

ま

で

に

告

示

す

る

も

の

と

す

る

。

労

働

者

災

害

補

償

保

険

特

別

支

給

金

支

給

規

則

（

昭

和

四

十

九

年

労

働

省

令

第

三

十

号

）

（

抄

）

（

特

別

支

給

金

の

種

類

）

第

二

条

こ

の

省

令

に

よ

る

特

別

支

給

金

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。

一

休

業

特

別

支

給

金

二

障

害

特

別

支

給

金

三

遺

族

特

別

支

給

金

三

の

二

傷

病

特

別

支

給

金
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四

障

害

特

別

年

金

五

障

害

特

別

一

時

金

六

遺

族

特

別

年

金

七

遺

族

特

別

一

時

金

八

傷

病

特

別

年

金

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

施

行

規

則

等

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

（

平

成

三

十

一

年

厚

生

労

働

省

令

第

六

十

四

号

）

（

抄

）

附

則

（

経

過

措

置

）

第

二

条

こ

の

省

令

の

施

行

の

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

の

前

日

ま

で

の

間

に

支

給

す

べ

き

事

由

が

生

じ

た

労

働

者

災

害

補

償

保

険

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

五

十

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

の

規

定

に

よ

る

保

険

給

付

及

び

労

働

者

災

害

補

償

保

険

特

別

支

給

金

支

給

規

則

（

昭

和

四

十

九

年

労

働

省

令

第

三

十

号

）

の

規

定

に

よ

る

特

別

支

給

金

（

以

下

「

保

険

給

付

等

」

と

い

う

。

）

の

う

ち

、

施

行

日

前

に

算

定

さ

れ

た

給

付

基

礎

日

額

を

基

礎

と

し

て

支

払

わ

れ

た

保

険

給

付

等

の

額

（

法

の

規

定

に

よ

る

年

金

た

る

保

険

給

付

並

び

に

同

令

の

規

定

に

よ

る

障

害

特

別

年

金

、

遺

族

特

別

年

金

及

び

傷

病

特

別

年

金

（

以

下

「

年

金

た

る

保

険

給

付

等

」

と

い

う

。

）

に

あ

っ

て

は

、

法

第

九

条

第

三

項

に

規

定

す

る

支

払

期

月

（

同

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

同

項

た

だ

し

書

の

規

定

に

よ

り

支

払

う

も

の

と

さ

れ

る

月

。

以

下

「

支

払

期

月

」

と

い

う

。

）

に

そ

れ

ぞ

れ

支

払

わ

れ

た

額

の

合

計

額

）

は

、

第

一

号

に

掲

げ

る

額

か

ら

第

二

号

に

掲

げ

る

額

を

控

除

し

て

得

た

額

（

そ

の

額

が

零

を

下

回

る

場

合

に

は

、

零

と

す

る

。

）

及

び

第

三

号

に

掲

げ

る

額

を

第

二

号

に

掲

げ

る

額

に

加

え

た

額

と

す

る

。

一

施

行

日

以

後

に

算

定

さ

れ

た

給

付

基

礎

日

額

を

基

礎

と

し

て

支

払

わ

れ

る

額

（

年

金

た

る

保

険

給

付

等

に

あ

っ

て

は

、

支

払

期

月

に

そ

れ

ぞ

れ

支

払

わ

れ

る

額

の

合

計

額

）

二

施

行

日

前

に

算

定

さ

れ

た

給

付

基

礎

日

額

を

基

礎

と

し

て

支

払

わ

れ

た

額

（

年

金

た

る

保

険

給

付

等

に

あ

っ

て

は

、

支

払

期

月

に

そ

れ

ぞ

れ

支

払

わ

れ

た

額

の

合

計

額

）

三

次

の

イ

又

は

ロ

に

掲

げ

る

保

険

給

付

等

に

関

す

る

区

分

に

従

い

、

当

該

イ

又

は

ロ

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

算

定

さ

れ

る

額イ

年

金

た

る

保

険

給

付

等

第

一

号

の

支

払

期

月

に

そ

れ

ぞ

れ

支

払

わ

れ

る

額

か

ら

第

二

号

の

支

払

期

月

に

そ

れ

ぞ

れ

支

払

わ

れ

た

額

を

控

除

し

て

得

た

額

（

そ

の

額

が

零

を

下

回

る

場

合

に

は

、

零

と

す

る

。

）

に

、

当

該

年

金

た

る

保

険

給

付

等

の

支

給

の

対

象

と

さ

れ

た

月

を

基

準

と

し

て

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

率

を

乗

じ

て

得

た

額

の

合

計

額

ロ

年

金

た

る

保

険

給

付

等

以

外

の

保

険

給

付

等

第

一

号

に

掲

げ

る

額

か

ら

第

二

号

に

掲

げ

る

額

を

控

除

し

て

得

た

額

（

そ

の

額

が

零

を

下

回

る

場

合

に

は

、

零

と

す

る

。

）

に

、

同

号

に

掲

げ

る

額

が

支

給

さ

れ

た

日

を

基

準

と

し

て

厚

生

労

働
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大

臣

が

定

め

る

率

を

乗

じ

て

得

た

額

２

前

項

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

同

項

の

規

定

に

よ

る

支

給

の

実

施

の

た

め

に

必

要

な

事

項

は

、

厚

生

労

働

省

労

働

基

準

局

長

が

定

め

る

。


